


The Symphony Hall
×関西4オーケストラ

2019.1〜2019.3
在阪4オーケストラの
公演情報Coming Up Concert!

ブラームス・チクルス
-ロマン派の豊穣-
[指揮]尾高忠明
[独唱]清水華澄（アルト）★Ⅱのみ出演

[合唱]大阪フィルハーモニー合唱団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Ⅰ_2019.5/11（土） 2:00PM
ハイドンの主題による変奏曲 op.56a／埋葬の歌 op.13／交響曲 第1番 ハ短調　
op.68
Ⅱ_2019.7/13（土） 2:00PM
アルト・ラプソディー op.53★／運命の歌 op.54／交響曲 第2番 二長調 op.73
Ⅲ_2019.9/4（水） 7:00PM
悲劇的序曲 op.81／哀悼の歌 op.82／交響曲 第3番ヘ長調 op.90
Ⅳ_2019.11/20（水） 7:00PM
大学祝典序曲 op.80／運命の女神の歌 op.89／交響曲 第4番 ホ短調 op.98

外山雄三が指揮する２月の公演は、作曲家でもある外山の新作交響曲
がついにザ・シンフォニーホールで世界初演される。87歳にしてなお躍動
するタクトと交響曲の全貌をじっくり楽しんでほしい。また、シーズン最後
は沼尻竜典が大阪交響楽団の定期に初登場するので、お見逃しなく。

2月の定期は、初来日を果たすヤニフ・セガルと関西フィル初登場となる
ベルリン・フィル首席奏者、ガボール・タルケヴィが登場！ 3月は、2011年よ
り、年に一度進められていたブルックナー交響曲全曲チクルスがいよいよ
《第9番》を迎える。円熟味あふれる飯守のタクトに注目が集まる。

2019年、大阪フィルのチクルス公演がザ・シンフォニーホールに登場。4
回に渡り『ブラームス・チクルス』がスタートする。このチクルスの特徴は、
毎回交響曲に加えて、味わい深い合唱曲
がそれぞれ同時に楽しめるところ。4回を
通して、ブラームス作品の軌跡を堪能し
てほしい。

飯森がバイエルン州立劇場で研鑽を積んでいた頃のレパートリーだった
R.シュトラウス。首席指揮者就任以来、温めてきたメタモルフォーゼンは
必聴だ。シーズンラストには、カラヤンが認めたミシェル・タバシュニクが
登場。センチュリーの十八番であるバレエ組曲「火の鳥」に注目を。

第226回定期演奏会
2019.2/28（木） 7：00PM
[指揮]外山雄三
[管弦楽]大阪交響楽団
モーツァルト：歌劇「後宮からの逃走」序曲／ベートーヴェン：交響曲 第1番 ハ長調 
op.21／外山雄三：交響曲（世界初演）

第298回定期演奏会
2019.2/8（金） 7：00PM
[指揮]ヤニフ・セガル　[トランペット]ガボール・タルケヴィ
ストラヴィンスキー：葬送の歌 op.5／ハイドン：トランペット協奏曲 変ホ長調 Hob.
VIIe-1／アルチュニアン：トランペット協奏曲 変イ長調／ストラヴィンスキー：「火の
鳥」組曲（1919年版） 

第232回定期演奏会
2019.2/14（木）7：00PM
[指揮]飯森範親　[オーボエ]ラモン・オルテガ・ケロ
R.シュトラウス：メタモルフォーゼン（23の独奏弦楽器のための習作）TrV 290
／オーボエ協奏曲 ニ長調／歌劇「インテルメッツォ」より”4つの交響的間奏
曲”op.72,TrV 246a

第227回定期演奏会
2019.3/15（金） 7:00PM
[指揮]沼尻竜典
ハイドン：交響曲 第101番 ニ長調 Hob.Ⅰ-101「時計」／ブルッフ：交響曲 第3番 ホ
長調 op.51

第299回定期演奏会
2019.3/31（日） 2:00PM
[指揮]飯守泰次郎　[ヴァイオリン]ヴェロニカ・エーベルレ
モーツァルト：ヴァイオリン協奏曲 第4番 ニ長調 K.218／ブルックナー：交響曲 第
9番 ニ短調（ノヴァーク版を予定）

第233回定期演奏会
2019.3/7（木） 7:00PM
[指揮]ミシェル・タバシュニク　[ヴァイオリン]アレクサンドラ・スム
ラロ：スペイン交響曲 op.21／モーツァルト：交響曲 第36番 ハ長調「リンツ」
K.425／ストラヴィンスキー：バレエ組曲「火の鳥」（1919年版）

S 6,000円　A 5,000円　B 3,500円　C 2,500円　D 1,000円
オルガン 2,000円　（税込）　※Dは楽団WEB限定
[お問合せ]公益社団法人 大阪交響楽団 072-226-5522

[チケット]S 6,000円　A 4,500円　B 3,000円　C 2,000円 （税込）
[お問合せ]公益財団法人 関西フィルハーモニー管弦楽団 06-6577-1381

[全4回セット券]A 19,000円　B 14,000円（税込）
※ザ・シンフォニー チケットセンターでの販売はありません。
[各1回券]A 6,000円　B 4,500円　C 3,000円（税込）
Sinfonia先行予約：Ⅰ 1/24（木）
一般発売：Ⅰ 1/29／Ⅱ 4/23 Ⅲ 5/21 Ⅳ 7/30
※ザ・シンフォニー チケットセンターでは、Ⅰ 1/30／Ⅱ 4/24 Ⅲ 5/22 Ⅳ 7/31
[お問合せ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890

[チケット]A 6,000円　B 4,500円　C 3,500円　D 1,500円 （税込）
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス 06-6868-0591

飯森範親ヤニフ・セガル

外山雄三

ミシェル・タバシュニク飯守泰次郎

沼尻竜典

大阪交響楽団

関西フィルハーモニー管弦楽団

大阪フィルハーモニー交響楽団

日本センチュリー交響楽団

発売中

発売中

発売中 発売中

発売中 発売中

発売中

©飯島隆
©Martin Richardson

©武藤章 ©山岸伸 ©Jean-Baptiste Millot
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速報！！1月発売の注目のコンサート！！

　

古
来
か
ら
歌
う
こ
と
や
旋
律
を
作
る
こ

と
を
得
意
と
し
、音
階
や
速
度
表
記
に
も
母

国
語
が
使
わ
れ
る
な
ど
、西
洋
音
楽
史
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
イ
タ
リ
ア
。
こ
の
音

楽
大
国
の
文
化
省
の
支
援
の
下
、
１
９
６
０

年
に
創
設
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
交
響
楽
団
が

注
目
の
来
日
公
演
を
行
う
。

　

指
揮
を
務
め
る
の
は
、巨
匠
チ
ョ
ン
・

ミ
ョ
ン
フ
ン
を
父
に
持
つ
チ
ョ
ン
・
ミ
ン
。

幼
少
期
か
ら
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
な
ど
も
学
び
、
２
０
０
７
年
に

指
揮
者
デ
ビ
ュ
ー
を
し
た
若
き
俊
才
だ
。

　

彼
は
ミ
ラ
ノ
・
ス
カ
ラ
座
や
マ
リ
イ
ン
ス

キ
ー
劇
場
で
大
成
功
を
収
め
る
な
ど
オ
ペ

ラ
を
得
意
と
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
、当

公
演
の
幕
開
け
に
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

歌
劇「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」序
曲
を
セ
レ
ク

ト
。
ト
リ
に
は
、父
の
十
八
番
の
ひ
と
つ
で
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
が〝
舞
踏
の
聖
化
〞と
賞
し
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
７
番
を
配

置
し
、親
譲
り
の
し
な
や
か
で
知
的
な
タ
ク

ト
と
、同
響
の
豊
か
な
歌
謡
性
を
存
分
に
い

か
し
た
快
演
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　

同
響
は
ま
た
、権
威
あ
る
ブ
ゾ
ー
ニ
国
際

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ

て
お
り
、今
回
は
そ
の
縁
で
、17
年
度
の
優

勝
者
イ
ヴ
ァ
ン
・
ク
ル
パ
ン
が
ソ
ロ
を
弾
く

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
5

番「
皇
帝
」も
披
露
。
若
い
指
揮
者
、若
い
オ

ケ
、
そ
し
て
若
い
ソ
リ
ス
ト
が
形
作
る
秀
麗

で
瑞
々
し
い
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
期
待
し

よ
う
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

　

大
阪
フ
ィ
ル
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
の
強
力
タ
ッ
グ
で
名
曲
を
お
贈
り
す
る

「
ソ
ワ
レ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」。〝
ソ
ワ
レ
＝
夜

公
演
〞に
華
麗
な
る
管
弦
楽
の
調
べ
に
酔
い

し
れ
る
こ
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
が
、
２
０
１
９

年
も
２
度
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
る
。

　

５
月
の「
Ｖ
ｏ
ｌ
．13
」を
指
揮
す
る
の

は
、
２
０
１
６
年
か
ら
同
フ
ィ
ル
の
指
揮
者

を
務
め
る
角
田
鋼
亮
。
自
身
の
留
学
先
で

も
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
偉
大
な
作
曲
家
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
７
番
を
メ
イ
ン

に
据
え
、名
手
・
田
部
京
子
を
ソ
リ
ス
ト
に

迎
え
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

第
21
番
な
ど
、王
道
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
堂
々
と

直
球
勝
負
を
挑
む
。
角
田
持
ち
前
の
情
熱

的
で
切
れ
味
鋭
い
タ
ク
ト
に
ぴ
っ
た
り
な

好
選
曲
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

続
く
10
月
の「
Ｖ
ｏ
ｌ
．14
」は
、名
匠
・
大

友
直
人
の
指
揮
で
、
エ
ル
ガ
ー
「
弦
楽
セ
レ

ナ
ー
ド
」や
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
３
大

バ
レ
エ
音
楽
ハ
イ
ラ
イ
ト
」な
ど
を
演
奏
。

こ
ち
ら
も
彼
の
柔
軟
で
色
彩
豊
か
な
音
楽

性
に
ふ
さ
わ
し
い
名
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
ま

た
、
ヴ
ィ
エ
ニ
ャ
フ
ス
キ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
・

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
で
史
上
最
年
少
優
勝
を
果

た
し
た
期
待
の
若
手
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・

服
部
百
音
が
ソ
ロ
を
弾
く
シ
ベ
リ
ウ
ス
の

協
奏
曲
も
演
奏
す
る
の
で
、期
待
は
ま
す
ま

す
高
ま
る
。

　

な
お
、お
得
な
２
公
演
セ
ッ
ト
券
、Ａ
セ
ッ

ト
８
，０
０
０
円
、Ｂ
セ
ッ
ト
４
，０
０
０
円

は
、大
阪
フ
ィ
ル
・
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
で
販

売
さ
れ
る
の
で
、チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
。

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

音楽大国イタリアから待望の来日！若き俊才たちによる豊かなサウンドが響く！

6年目に突入の人気コンサートシリーズ。新シーズンのラインナップが決定！

イタリア交響楽団

〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール

ソワレ・シンフォニー Vol.13 & Vol.14

[指揮]チョン・ミン
[ピアノ]イヴァン・クルパン
[管弦楽]イタリア交響楽団
---------------------------------------------------------------
モーツァルト:歌劇「フィガロの結婚」序曲
ベートーヴェン:ピアノ協奏曲 第5番 変ホ長調 op.73「皇帝」
ベートーヴェン:交響曲 第7番 イ長調 op.92
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.6/6（木） 7:00PM
S 10,000円　A 8,000円　B 6,000円　C 4,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]日本アーティストチケットセンター 03-5305-4545
[主催]日本アーティスト／ザ・シンフォニーホール

先行予約：1/24（木） 一般発売：1/27（日）

Vol.13　2019.5/28（火） 7:00PM※PM6：50より角田鋼亮によるプレトーク
[指揮]角田鋼亮　[ピアノ]田部京子
ロッシーニ：歌劇「チェネレントラ（シンデレラ）」序曲／モーツァルト：ピアノ協奏
曲 第21番 ハ長調 K.467／ベートーヴェン：交響曲 第7番 イ長調 op.92
A 5,000円　B 3,000円 （税込）

※大阪フィル会員先行は1/22（火）※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは2/5（火）より一般発売
------------------------------------------------------------------------------------------
Vol.14　2019.10/18（金）7:00PM※PM6：50より大友直人によるプレトーク
[指揮]大友直人　[ヴァイオリン]服部百音
エルガー：弦楽セレナード ホ短調 op.20／シベリウス：ヴァイオリン協奏曲 ニ
短調 op.47／チャイコフスキー：３大バレエ音楽 ハイライト
A 5,000円　B 3,000円 （税込）

※大阪フィル会員先行は5/28（火）※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは6/4（火）より一般発売
------------------------------------------------------------------------------------------
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催]公益社団法人 大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

先行予約：5/30（木） 一般発売：6/5（水）

先行予約：1/24（木） 一般発売：2/6（水）

指揮：
チョン・ミン

ピアノ：
イヴァン・クルパン

速報！！

速報！！

指揮：角田鋼亮
©大杉隼平 ©武藤章 ©Chihoko Ishii©Rowland Kirisima

指揮：大友直人ピアノ：田部京子 ヴァイオリン：服部百音
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ロ
シ
ア
の
至
宝 

ザ
ハ
ー
ロ
ワ
と
稀
代
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト 

レ
ー
ピ
ン
の
熱
演
が
、

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
初
開
催
！

Interview スヴェトラーナ・ザハーロワ ワディム・レーピン「瀕死の白鳥」“パ・ド・ドゥ for Toes and Fingers”

　

至
高
の
魂
と
魂
が
寄
り
添
い
、響
き

合
う
。
そ
ん
な
奇
跡
の
よ
う
な
舞
台
が

実
現
す
る
の
は
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
・
バ
レ

エ
団
の
頂
に
プ
リ
マ
と
し
て
燦
然
と

輝
く
名
花
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
ザ
ハ
ー

ロ
ワ
と
、
ロ
シ
ア
を
代
表
す
る
世
界
的

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト 

ワ
デ
ィ
ム
・
レ
ー

ピ
ン
の
競
演
が
話
題
の「
パ
・
ド
・
ド
ゥ  

ｆ
ｏ
r  

Ｔ
ｏ
ｅ
ｓ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｆ
ｉ
ｎ

ｇ
ｅ
ｒ
ｓ 

―
瀕
死
の
白
鳥
―
」。

　

ロ
シ
ア
の
至
宝 

ザ
ハ
ー
ロ
ワ
と
、稀

代
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト 

レ
ー
ピ
ン

の
結
婚
と
い
う
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が

世
界
を
駆
け
抜
け
た
の
は
２
０
１
０

年
の
こ
と
。
２
０
１
４
年
に
レ
ー
ピ

ン
自
身
が
芸
術
監
督
を
務
め
る
ト
ラ

ン
ス
・
シ
ベ
リ
ア
芸
術
祭
で
フ
ァ
ン
待

望
の
共
演
が
実
現
。
２
０
１
６
年
、

２
０
１
７
年
と
日
本
で
も
公
演
し
、
そ

の
熱
演
が
絶
賛
さ
れ
た
こ
と
が
記
憶

に
新
し
い
読
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の

た
び
、公
演
を
熱
望
す
る
声
が
高
か
っ

た
関
西
で
の
初
の
公
演
！
否
応
無
し

に
期
待
は
高
ま
る
。

　

共
に
舞
台
を
造
り
上
げ
る
の
は
、
ボ

リ
シ
ョ
イ
・
バ
レ
エ
団
プ
リ
ン
シ
パ
ル

の
ミ
ハ
イ
ル
・
ロ
ブ
ー
ヒ
ン
。
端
美
で

確
実
な
技
術
と
力
強
さ
、芯
の
あ
る

役
作
り
で〝
ボ
リ
シ
ョ
イ
ら
し
さ
を
体

現
し
て
い
る
〞と
定
評
の
あ
る
ロ
ブ
ー

ヒ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
も
団
内
外
の
公

“パ・ド・ドゥ for Toes and Fingers”

S v e t l a n a  Z a k h a r o v a

V a d i m  R e p i n

[ヴァイオリン]ワディム・レーピン　[バレエ]スヴェトラーナ・ザハーロワ
[バレエ]ミハイル・ロブーヒン
フェスティバル・アンサンブル（リーダー：南 紫音） ほか
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
【ザハーロワ出演曲】グラズノフ：『ライモンダ』よりグラン・アダージョ[振付]マリウス・プティパ[改
定振付]牧阿佐美／サン=サーンス：瀕死の白鳥[振付]ミハイル・フォーキン／J.ウィリアムズ：『シン
ドラーのリスト』よりRevelation[振付]平山素子 （録音音源使用） ほか 
【レーピン・ソロ曲】サン＝サーンス：序奏とロンド・カプリチオーソop.28／チャイコフスキー：ワル
ツ・スケルツォop.34／マスネ：タイスの瞑想曲　ほか
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.6/5（水） 7:00PM
SS 16,200円　S 10,800円 　A 6,480円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]AMATI／ザ・シンフォニーホール

発売中

演
で
ザ
ハ
ー
ロ
ワ
と
共
演
を
重
ね
て

き
た
。
安
定
感
の
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、新
た

な
表
現
や
可
能
性
に
真
摯
に
向
き
合

う
姿
勢
が
今
日
の
踊
り
に
結
実
し
た
。

そ
の
類
い
稀
な
る
舞
踊
が
評
さ
れ
、

２
０
１
８
年
に
は
ロ
シ
ア
連
邦
功
労

芸
術
家
に
。
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
円
熟

期
に
入
っ
た
彼
の
踊
り
も
大
き
な
見

ど
こ
ろ
だ
。

　

音
楽
フ
ァ
ン
も
バ
レ
エ
フ
ァ
ン
も

欣
喜
雀
躍
す
る
演
目
に
も
注
目
。
レ
ー

ピ
ン
の
独
奏
と
、抜
群
の
人
気
と
実
力

を
誇
る
若
手
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト 

南 

紫
音
が
率
い
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
が
奏
で
る
調
べ
に
の
せ

て
、プ
テ
ィ
パ
版
を
基
に
牧 

阿
佐
美
が

改
訂
振
付
を
し
た
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ

レ
エ
の
優
美
さ
を
表
象
す
る「
ラ
イ
モ

ン
ダ
」よ
り
グ
ラ
ン
・
ア
ダ
ー
ジ
ョ
、数

多
の
伝
説
的
な
バ
レ
リ
ー
ナ
達
が
名

演
を
重
ね
て
き
た「
瀕
死
の
白
鳥
」、日

本
舞
踊
界
を
代
表
す
る
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
平
山
素
子
の
振
付

に
よ
る「
Ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」な

ど
、古
典
と
新
た
な
作
品
を
織
り
交
ぜ

た
彩
色
豊
か
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
こ

れ
だ
け
で
も
充
分
な
ほ
ど
だ
が
、特
筆

す
べ
き
は
、
こ
の
公
演
で
は
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の
特
性

と
形
状
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
こ
の
豊

潤
な
ひ
と
と
き
を
全
身
で
体
感
で
き

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

レ
ー
ピ
ン
の
絹
の
よ
う
な
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
音
色
を
近
く
に
感
じ
ら
れ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、舞
台
と
客

席
の
近
さ
、視
線
の
低
さ
ゆ
え
に
、
ダ

ン
サ
ー
た
ち
の
息
づ
か
い
や
、衣
装
の

衣
擦
れ
す
る
微
か
な
音
、
ほ
と
ば
し

る
汗
の
煌
め
き
ま
で
も
密
な
空
間
で

記
憶
に
焼
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

贅
沢
さ
。「
瀕
死
の
白
鳥
」で
は
、白
鳥

の
息
絶
え
る
そ
の
最
期
の
瞬
間
の
息

づ
か
い
ま
で
も
が
手
に
取
る
よ
う
な

距
離
で
感
じ
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
音

楽
と
舞
踊
が
溶
け
合
う
そ
の
至
福
の

瞬
間
を
、
あ
ま
す
こ
と
な
く
堪
能
し
た

い
。

（
文　

吉
村
麻
希
）

公
演
を
熱
望
す
る
声
が
高
か
っ
た

関
西
で
の
初
の
公
演
！

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の

豊
潤
な
ひ
と
と
き
を
全
身
で
体
感

Message f rom スヴェトラーナ・ザハーロワ

大阪はその景観はもちろん、歴史・伝統も含めカラフルでヴァリエーション豊かで大変に
美しく特別な街だと思います。お客様は皆さんバレエ、音楽への造詣も深く、いつも暖か
く迎えて下さいます。そんな皆さんのために演じることはいつもこの上ない喜びです。そし
て初めてのザ・シンフォニーホール！この《パ・ド・ドゥ》のパートナーであり愛する夫である
ワディムが「世界中で最も素晴らしいホールのひとつ」といつも眼を輝かせて話してくれ
たステージについに立てることを今からとても楽しみにしています。

雪と氷に包まれたモスクワより愛をこめて
スヴェトラーナ・ザハーロワ
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若き俊英たちが揃う台湾フィル。
7年振りの来日、

楽団史上初の大阪公演！

Interview

Interview 台湾フィルハーモニック

　

近
年
、
ア
ジ
ア
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

着
実
に
実
力
を
増
し
、来
日
公
演
も

増
え
る
こ
と
で
、
そ
の
動
向
に
強
い
視

線
が
注
が
れ
て
い
る
。
こ
の
度
、
７
年

ぶ
り
に
来
日
し
、初
の
大
阪
公
演
を
行

う
台
湾
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク（
国
立

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）も
そ
ん
な
注
目
株
の

ひ
と
つ
。
過
去
に
、マ
ゼ
ー
ル
、ス
ラ
ッ

ト
キ
ン
、
ホ
グ
ウ
ッ
ド
と
い
っ
た
巨
匠

と
共
演
し
て
名
声
を
高
め
、
２
０
１
０

年
か
ら
は
台
湾
出
身
の
リ
ュ
ウ
・
シ
ャ

オ
チ
ャ
が
音
楽
監
督
を
務
め
て
い
る
。

彼
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
州
立
歌
劇
場
の
音

楽
監
督
を
は
じ
め
、欧
州
の
オ
ケ
や
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
活
躍
が
め
ざ
ま
し
い
こ

と
で
お
馴
染
み
だ
ろ
う
。

　

今
回
は
シ
ャ
オ
チ
ャ
と
同
フ
ィ
ル
の

コ
ン
ビ
が
10
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
来
日
と
い
う
こ
と

で
、芥
川
也
寸
志「
交
響
管
弦
楽
の
た
め

の
音
楽
」、江
文
也「
台
湾
舞
曲
」と
い
う

日
台
を
代
表
す
る
名
曲
を
演
奏
。
シ
ャ

オ
チ
ャ
は
、「
台
湾
と
日
本
は
地
理
的
に

も
人
間
的
に
も
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

西
洋
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
同
じ
よ
う

に
学
ん
で
き
た
経
験
が
あ
り
ま
す
」と

語
り
、「
前
回
の
来
日
か
ら
今
回
ま
で
の

間
に
、台
湾
の
音
楽
教
育
の
レ
ベ
ル
は

飛
躍
的
に
向
上
。
欧
米
で
研
鑽
を
積
ん

だ
若
く
優
秀
な
メ
ン
バ
ー
が
楽
団
の
中

心
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
両
国

を
よ
り
深
い
レ
ベ
ル
で
繋
ぐ
演
奏
を
ご

期
待
く
だ
さ
い
」と
意
気
込
む
。

　

こ
の
２
曲
の
間
に
は
、
３
大
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
協
奏
曲
の
ひ
と
つ
、
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
の
ホ
短
調
の
協
奏
曲
を
配

置
。
ソ
リ
ス
ト
は
、13
年
の
仙
台
国
際
、

18
年
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
国
際

と
難
関
コ
ン
ク
ー
ル
を
相
次
い
で
制
し

た
台
湾
出
身
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
リ
ン
だ
。

〝
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
や
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の

黄
金
の
音
色
を
受
け
継
ぐ
俊
才
〞と
謳

わ
れ
る
彼
は
、当
公
演
に
向
け
た
抱
負

を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
日
本
で
の
演
奏
は
5
年
ぶ
り
。
台

湾
最
高
の
指
揮
者
＆
オ
ケ
の
日
本
ツ

ア
ー
の
ソ
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
て
大
変
光

栄
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
院
に
お
い

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

恩
師
た
ち
か
ら
学
ん
だ
古
き
佳
き
巨
匠

た
ち
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
ま
え
て
、憂
愁

な
旋
律
美
に
あ
ふ
れ
た
こ
の
名
曲
に
新

た
な
息
吹
を
吹
き
込
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
と
、大
阪
で
演
奏
す
る
の
は
今

回
が
初
め
て
。
美
味
し
い
も
の
が
沢
山

あ
る
と
伺
っ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
楽

し
み
で
す（
笑
）」

　

そ
し
て
今
回
の
メ
イ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
選
ば
れ
た
の
が
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
の

交
響
曲
第
２
番
。
シ
ャ
オ
チ
ャ
＆
台
湾

フ
ィ
ル
が
過
去
に
録
音
を
行
い
、18
年

に
シ
ャ
オ
チ
ャ
が
客
演
し
た
仙
台
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
定
期
演
奏

会
で
も
指
揮
し
た
十
八
番
だ
。「
私
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
吸
収
し
た
こ
と
を
基
に

独
自
性
を
追
及
し
て
き
た
台
湾
フ
ィ

ル
。
そ
の
進
化
を
体
現
し
た
演
奏
を
お

届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
」と
は
シ
ャ

オ
チ
ャ
の
自
信
に
満
ち
た
弁
だ
が
、得

意
の
オ
ペ
ラ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
音
楽
絵
巻
が
期
待
で
き
そ

う
だ
。

　

そ
ん
な
彼
は
、初
の
大
阪
公
演
に
向

け
て
次
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
れ

た
。「
我
々
が
日
本
で
過
去
に
演
奏
し
た

の
は
、東
京
、横
浜
、札
幌
の
み
。
今
回

は
、独
自
の
歴
史
と
文
化
が
あ
る
大
阪

の
街
を
初
め
て
訪
れ
、日
本
初
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
専
用
ホ
ー
ル
で
あ
る
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
素
晴
ら
し
い
音
響

の
中
で
演
奏
で
き
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
お
り
ま
す
!!
」（

文　

渡
辺
謙
太
郎
）

台湾フィルハーモニック

[指揮]リュウ・シャオチャ　[ヴァイオリン]リチャード・リン
[管弦楽]台湾フィルハーモニック
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
芥川也寸志：交響管弦楽のための音楽／メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲 ホ短調 
op.64／江 文也：台湾舞曲 op.1／シベリウス：交響曲 第2番 二長調 op.43
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.5/6（月・休） 2:00PM
S 7,000円　A 6,000円　B 5,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]株式会社アスペン 03-5467-0081
[主催]株式会社アスペン／ザ・シンフォニーホール

発売中

指
揮
：
リ
ュ
ウ・シ
ャ
オ
チ
ャ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
リ
チ
ャ
ー
ド・リ
ン
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華
や
か
さ
と
神
々
し
さ
が
絡
み
合
う

サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
の
第
３
番
。

聴
く
も
の
す
べ
て
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
壮
大
な
響
き
。

日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール
ラフマニノフ＆サン＝サーンス
２つの第3番

指揮：飯森範親
×
オルガン：冨田一樹

ピアノ：上原彩子日本センチュリー交響楽団

[指揮]飯森範親　[ピアノ]上原彩子
[オルガン]冨田一樹
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
--------------------------------------------------------------
ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第3番 ニ短調 op.30
サン=サーンス：交響曲 第3番 ハ短調「オルガン付き」 op.78
--------------------------------------------------------------
2019.3/21（木・祝） 2:00PM
S 5,940円　A 4,860円　B 3,780円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス 06-6868-0591
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／
ザ・シンフォニーホール

発売中

Interview

Interview 日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール ラフマニノフ＆サン＝サーンス ２つの第3番

　

飯
森
範
親
が
タ
ク
ト
を
振
る
、大
好

評
の「
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団

×
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」の
シ

リ
ー
ズ
第
４
回
は
、
２
０
１
６
年
バ
ッ

ハ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
オ
ル
ガ
ン
部
門
で

日
本
人
と
し
て
初
め
て
優
勝
し
た
冨
田

一
樹
が
登
場
す
る
。

　

本
公
演
で
は
、二
大
作
曲
家
に
よ
る

「
第
３
番
」の
２
つ
の
名
作
を
取
り
上
げ

る
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
上
原
彩
子
が
ソ
リ

ス
ト
を
務
め
る
前
半
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ

《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
３
番
》に
続
き
、冨

田
が
出
演
す
る
後
半
は
、
サ
ン
＝
サ
ー

ン
ス《
交
響
曲
第
３
番
》を
演
奏
す
る
。

飯
森
は「
神
聖
な
雰
囲
気
と
俗
世
界
の

人
間
の
様
々
な
営
み
の
中
の
葛
藤
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
オ
ル
ガ
ン
の

和
音
で
、
そ
う
い
っ
た
人
間
の
煩
悩
を

ふ
っ
と
振
り
払
っ
て
く
れ
る
と
い
う
印

象
を
持
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　

オ
ル
ガ
ン
奏
者
と
し
て
20
年
に
渡

り
、
パ
リ
の
聖
マ
ド
レ
ー
ヌ
教
会
で
活

動
し
た
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
。
自
国
フ
ラ

ン
ス
で
は
、作
曲
家
と
し
て
評
価
さ
れ

ず
、こ
の
曲
を
世
に
出
す
８
年
前
は
、一

か
月
の
間
に
２
人
の
子
ど
も
を
亡
く
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
苦
悩
と
オ
ル
ガ
ン

奏
者
と
し
て
の
神
聖
さ
と
の
両
面
が
伝

わ
っ
て
く
る
曲
だ
。
冨
田
は「
ガ
サ
ガ

サ
と
か
き
乱
さ
れ
る
音
楽
が
あ
っ
た
と

思
え
ば
、教
会
で
歌
わ
れ
る
合
唱
曲
の

よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
が
出
て
く
る
」と
表

現
す
る
。
人
生
の
苦
し
み
を
表
し
た
音

色
に
は
共
感
で
き
、澄
ん
だ
音
色
は
優

し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
「
荒
々
し
さ
か
ら
音
が
ス
ー
ッ
と
澄

ん
で
消
え
る
瞬
間
ま
で
の
透
明
感
は
、

（
演
奏
す
る
上
で
）命
で
す
。
日
本
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
は
、響
き
が
研
ぎ

澄
ま
さ
れ
て
い
る
か
ら
上
手
く
い
く
と

思
う
」と
飯
森
は
太
鼓
判
を
押
す
。

　

日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
は
、

い
つ
も
蔦
が
絡
み
合
う
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
楽
器
同
士
が
寄
り
添
う
音
色
を

奏
で
る
。
そ
れ
は
一
つ
の
生
命
を
誕
生

さ
せ
る
よ
う
な
神
々
し
さ
ま
で
感
じ
さ

せ
、〝
喜
び
〞と
な
っ
て
、客
席
に
伝
わ
っ

て
く
る
。

　

飯
森
は「
冨
田
さ
ん
の
音
色
の
チ
ョ

イ
ス
が
楽
し
み
」と
話
し
、冨
田
は「
音

色
を
選
ぶ
の
は
と
て
も
大
変
。
正
直

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
す
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
聴
い
て
き
た
響
き
を
思
い
出

し
な
が
ら
演
奏
し
た
い
」と
期
待
を
込

め
る
。
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
と
日
本
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

は
、大
い
に
心
を
揺
さ
ぶ
る
こ
と
だ
ろ

う
。

　

飯
森
は
公
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

お
客
様
へ
向
け
て
、
こ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
る
。

　
「
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
も
サ
ン
＝
サ
ー
ン

ス
の
曲
も
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
場
所
と
イ

ラ
ッ
と
し
て
し
ま
う
様
な
箇
所
と
、
と

ろ
け
て
し
ま
う
よ
う
な
箇
所
と
、色
ん

な
シ
ー
ン
が
満
載
。
ロ
シ
ア
と
フ
ラ
ン

ス
の
作
曲
家
と
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
う
い
う

面
に
も
注
目
し
て
、楽
し
い
２
時
間
に

し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
」

（
取
材
・
文　

金
子
真
由
）

指
揮 

飯
森
範
親

オ
ル
ガ
ン 

冨
田
一
樹
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ロ
シ
ア
の
二
大
傑
作
で
、

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に

感
動
と
熱
狂
が
再
び
沸
き
上
る
！

大阪フィルハーモニー交響楽団

Review 大植英次指揮 大阪フィルハーモニー交響楽団「シェエラザード」×「春の祭典」

　

大
植
英
次
は
、大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
の
音
楽
監
督
離
任
後

も
、桂
冠
指
揮
者
と
し
て
同
楽
団
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
。
２
０
１
８
年
は
、

３
月
に「
大
阪
フ
ィ
ル
70
周
年
×
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
35
周
年
特
別
コ
ン

サ
ー
ト
」で
大
き
な
成
功
を
収
め
、７
月

の
定
期
演
奏
会
に
登
場
し
て
ホ
ル
ス
ト

の「
惑
星
」を
指
揮
し
、９
月
に
は「
大
阪

ク
ラ
シ
ッ
ク
」で
大
阪
フ
ィ
ル
と
と
も

に
大
阪
の
街
を
音
楽
で
盛
り
上
げ
た
。

　

昨
年
３
月
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
の「
特
別
コ
ン
サ
ー
ト
」で
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
３
番

「
英
雄
」と
Ｒ
．シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の「
ア

ル
プ
ス
交
響
曲
」と
い
う
ド
イ
ツ
の
２

大
大
曲
を
並
べ
た
が
、
そ
の
第
２
弾
と

も
い
え
る
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

リ
ム
ス
キ
ー
＝
コ
ル
サ
コ
フ
の
交
響
組

曲「
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
」と
イ
ー
ゴ
リ
・

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
バ
レ
エ
音
楽

「
春
の
祭
典
」と
い
う
ロ
シ
ア
の
二
大
傑

作
を
取
り
上
げ
る
。

　

若
き
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
、
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
晩
年
の
リ

ム
ス
キ
ー
に
作
曲
を
師
事
し
て
い
た
。

１
９
０
８
年
に
は
リ
ム
ス
キ
ー
の
娘
の

結
婚
を
記
念
し
て
、管
弦
楽
小
品「
花

火
」を
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、リ
ム
ス

キ
ー
は
そ
の
年
に
亡
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー

は
恩
師
を
追
悼
し
て「
葬
送
の
歌
」を

作
曲
し
た
の
で
あ
っ
た（
こ
の
作
品
は
、

長
く
紛
失
さ
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
た

が
、２
０
１
５
年
に
楽
譜
が
発
見
さ
れ
、

２
０
１
６
年
に
１
０
０
年
以
上
ぶ
り

に
蘇
演
さ
れ
た
）。
そ
し
て
、１
９
１
０

年
か
ら
13
年
に
か
け
て
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ

ン
ス
キ
ー
は
、「
火
の
鳥
」、「
ペ
ト
ル
ー

シ
ュ
カ
」、「
春
の
祭
典
」の
三
大
バ
レ
エ

を
発
表
す
る
。
あ
る
意
味
、「
春
の
祭

典
」は
リ
ム
ス
キ
ー
の
流
れ
か
ら
生
ま

れ
た
作
品
と
も
い
え
よ
う
。
今
回
、近

代
的
な
管
弦
楽
法
を
開
拓
し
た
リ
ム
ス

キ
ー
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
音
楽
に
革
命
を

起
こ
し
た
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
の

師
弟
作
品
が
並
べ
て
演
奏
さ
れ
る
こ
と

は
極
め
て
興
味
深
い
。

　
「
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
」が
ペ
ル
シ
ャ
の

「
千
夜
一
夜
物
語
」の
世
界
だ
と
す
れ

ば
、「
春
の
祭
典
」は
ロ
シ
ア
の
原
始
宗

教
の
儀
式
を
描
く
、
と
も
に
非
常
に
描

写
的
な
音
楽
。
大
管
弦
楽
を
使
っ
た
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
音
楽
は
、大
植
英
次

が
最
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
に「
春
の
祭
典
」は
、
ミ
ネ
ソ
タ
管
弦

楽
団
の
音
楽
監
督
時
代
に
同
楽
団
と
Ｃ

Ｄ
録
音
も
し
て
い
る
大
植
の
十
八
番
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
い
え
る
。

　

大
植
英
次
＆
大
阪
フ
ィ
ル
が
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
醍
醐
味
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ

る
に
違
い
な
い
。

（
文　

山
田
治
生
）

©飯島隆

大植英次 指揮
大阪フィルハーモニー交響楽団

「シェエラザード」×「春の祭典」

[指揮] 大植英次
[管弦楽] 大阪フィルハーモニー交響楽団
---------------------------------------------------------------------
リムスキー＝コルサコフ：交響組曲「シェエラザード」op.35
ストラヴィンスキー：バレエ音楽「春の祭典」
---------------------------------------------------------------------
2019.2/22（金） 7:00PM
S 7,020円　A 5,940円　B 売切 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／公益社団法人大阪フィルハーモニー協会

発売中

©s.yamamoto
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新たな伝説の始まり――
外山雄 三の
「未完 成」
「運命」
「新 世界より」

大阪交響楽団

Y U Z O  T O Y A M A

[指揮]外山雄三　[管弦楽]大阪交響楽団
--------------------------------------------------------------------------
シューベルト：交響曲 第8番 ロ短調 D.759「未完成」
ベートーヴェン：交響曲 第5番 ハ短調 op.67「運命」
ドヴォルザーク：交響曲 第9番 ホ短調 op.95「新世界より」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.4/12（金） 7:00PM
S 6,480円　A 5,400円　B 4,320円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]公益社団法人大阪交響楽団 072-226-5522
[主催]公益社団法人大阪交響楽団／ザ・シンフォニーホール

発売中

Interview

Interview 外山雄三「三大交響曲」

　

前
号
に
引
き
続
き
、今
号
で
は『
運

命
』に
つ
い
て
外
山
に
話
を
伺
っ
た
。

な
ん
で
も
外
山
雄
三
の
指
揮
者
デ

ビ
ュ
ー
は『
運
命
』な
の
だ
と
か
。

　
「
１
９
５
６
年
か
な
？
（
筆
者
注
：
９

月
14
日
と
16
日
、日
比
谷
公
会
堂
で
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
特
別
演
奏
会
） 『
運

命
』と
、ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
２
番
の
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
を
長
岡
純
子
さ
ん
と
演
奏
し

た
ん
で
す
」

　

と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
や
ら
思
い
入

れ
の
強
い
作
品
な
の
だ
な
。

　
「
誰
が『
運
命
』な
ん
て
名
前
を
付
け

た
の
だ
か
解
ら
な
い
で
す
が
、
あ
ん
な

に
隙
の
な
い
、整
っ
た
形
式
の
音
楽
は

あ
ま
り
他
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
作
品

そ
の
も
の
に
隙
の
な
い
音
楽
だ
と
言
え

ま
す
。
だ
か
ら
演
奏
す
る
方
と
し
て

は
、大
変
に
労
力
を
使
う
曲
な
ん
で
す
。

そ
れ
は
聴
衆
の
皆
さ
ん
に
も
言
え
る
こ

と
で
、非
常
に
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
し
、

一
音
た
り
と
も
逃
す
ま
い
と
身
を
乗
り

出
し
て
聴
く
事
を
要
求
し
て
い
る
。
そ

う
い
う
音
楽
だ
と
思
い
ま
す
」

　

な
る
ほ
ど
、徹
頭
徹
尾
執
拗
な
ま
で

に
繰
り
返
さ
れ
る『
運
命
の
動
機
』に
、

聴
き
手
だ
っ
て
集
中
力
が
高
ま
る
っ
て

も
の
だ
な
、と
納
得
。

　
「
で
す
か
ら
演
奏
す
る
立
場
と
し
て

は
、
ど
ん
な
に
一
生
懸
命
や
っ
て
も
キ

ズ
は
起
こ
り
え
る
で
し
ょ
う
ね
。
だ

か
ら
我
々
は
、
こ
の
曲
を
演
奏
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
時
か
ら『
演
奏
に
キ
ズ

が
無
い
よ
う
に
！
』と
思
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
キ
ズ
を
恐
れ
る
あ
ま
り
に
取
り
敢

え
ず
ま
と
め
た
よ
う
な
演
奏
で
は
な
く

て
、よ
り
高
い
、多
彩
な
要
求
が
こ
の
曲

の
中
か
ら
提
示
さ
れ
て
く
る
。
そ
れ
に

応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
だ

か
ら
乱
暴
に
言
っ
て
し
ま
え
ば『
こ
の

曲
、
そ
ん
な
に
度
々
や
る
の
は
イ
ヤ
だ

な
』っ
て
思
い
ま
す
よ
ね
」

　

そ
れ
だ
け
に〝
一
期
一
会
〞の
演
奏
が

期
待
さ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
「
だ
け
ど
ね
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作

品
っ
て
、
そ
の
多
く
が〝
あ
あ
、
き
れ
い

だ
な
ぁ
〞っ
て
ウ
ッ
ト
リ
し
な
が
ら
演

奏
す
る
と
、
案
外
命
取
り
に
な
る
場
合

が
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
大
変
な
作
品
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
で
も
、演
奏
者
は
こ

の
作
品
に
向
き
合
え
る
の
が
と
て
も
嬉

し
い
し
、
そ
こ
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

奥
の
深
さ
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
―
―

　
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
う
と
、怖
い

顔
を
し
て
、後
ろ
手
に
組
ん
で
散
歩
し

て
…
と
い
う
姿
を
連
想
し
ま
す
が
、
ど

う
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
だ
っ
て
、

と
っ
て
も
女
性
に
惚
れ
っ
ぽ
い
し
、情

熱
的
な
ラ
ブ
レ
タ
ー
も
書
い
て
い
る
し

ね
。
そ
う
い
う
一
面
も
ま
た
描
き
出
せ

る
と
良
い
で
す
よ
ね
」

（
取
材
・
文　

三
宅
坂
幸
太
郎
）

©飯島隆
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チ
ェ
コ
第
二
の
都
市
ブ
ル
ノ
。

伝
統
を
受
継
ぐ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

名
匠
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
と
と
も
に
や
っ
て
来
る
！

チェコ国立
ブルノ・
フィルハーモニー
管弦楽団

指揮:レオシュ・スワロフスキー

アリョーシャ・
ユリニッチ

ビデオメッセージは
こちらから。

ブルノ・フィルメンバーによる
アンサンブルをお楽しみください。
（13:30頃より約15分間を予定）

[指揮]レオシュ・スワロフスキー　[ピアノ]アリョーシャ・ユリニッチ
[管弦楽]チェコ国立ブルノ・フィルハーモニー管弦楽団
--------------------------------------------------------------------------------
【オール・チャイコフスキー・プログラム】
チャイコフスキー：歌劇「エフゲニー・オネーギン」より“ポロネーズ”／ピアノ協奏曲 
第1番／交響曲 第6番「悲愴」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.2/23（土） 2:00PM
S 10,000円　A 8,000円　B 5,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]光藍社チケットセンター 050-3776-6184
[主催]光藍社

発売中

Interview

Interview チェコ国立ブルノ・フィルハーモニー管弦楽団

―
―
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
を
演

奏
さ
れ
ま
す
ね
。

　

こ
の
曲
は
す
べ
て
の
部
分
が
美
し
い

で
す
が
、特
に
好
き
な
部
分
を
挙
げ
る

と
し
た
ら
、
ま
ず
は
第
１
楽
章
の
カ
デ

ン
ツ
ァ
。
そ
し
て
第
２
楽
章
の
序
盤
に

と
て
も
美
し
い
主
題
が
あ
る
の
で
す
が

中
間
以
降
に
そ
の
主
題
が
繰
り
返
さ
れ

る
部
分
が
好
き
で
す
ね
。
こ
の
協
奏
曲

は
と
て
も
魅
力
的
で
皆
に
愛
さ
れ
、抒

情
的
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
美
し
い
。
後
に

熱
烈
な
部
分
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
う
ほ
ど
穏
や
か
で
、
で
も
そ
の
掛
け

合
わ
せ
が
私
に
と
っ
て
重
要
で
す
。

　

私
は
舞
台
上
で
演
奏
し
て
い
る
と
き

に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
ら
リ
ハ
ー
サ

ル
と
少
し
違
っ
た
演
奏
を
し
た
い
と
思

う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
１

度
き
り
の
公
演
だ
と
難
し
い
。
何
度
か

演
奏
し
て
指
揮
者
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
う

い
っ
た
少
し
違
う
こ
と
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
音
楽

の
魅
力
で
あ
り
ツ
ア
ー
の
面
白
い
と
こ

ろ
で
す
。

―
―
ピ
ア
ノ
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
ピ
ア
ノ
を
８
歳
か
ら
始
め
ま

し
た
。
３
、４
歳
か
ら
始
め
て
い
る
演

奏
家
が
多
い
の
で
遅
い
方
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
も
習
い
事
の
１
つ
と
し
て
始

め
た
の
で
最
初
は
そ
ん
な
に
練
習
も
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た（
笑
）。
し
か
し
先

生
は
私
が
何
か
持
っ
て
い
る
も
の（
才

能
）が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

く
れ
た
み
た
い
で
す
。
先
生
と
た
く
さ

ん
練
習
し
、良
い
方
向
に
導
い
て
く
れ

ま
し
た
。
普
通
の
幼
年
期
を
過
ご
し
、

良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
、普
通
の
子

供
が
経
験
す
る
こ
と
を
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
と
て
も
重
要
な
事
で
す
。

作
曲
家
は
た
だ
音
楽
を
作
る
の
で
は
な

く
、人
生
を
曲
に
し
ま
す
。
愛
や
経
験

を
曲
に
す
る
の
で
す
。
私
の
経
験
の
す

べ
て
が
演
奏
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
も
大
事
な
事
で
す
が
、私
が

幼
い
こ
ろ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
紛
争
が

あ
り
ま
し
た
。
紛
争
中
は
誰
も
他
の
事

を
気
に
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
経
験
も
お
そ
ら
く
私
が
成

長
す
る
上
で
大
事
な
一
部
と
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

―
―
演
奏
も
表
情
も
生
き
生
き
と
し
た

ユ
リ
ニ
ッ
チ
。
日
本
ツ
ア
ー
最
後
と
な

る
大
阪
公
演
に
向
け
て
、皆
さ
ま
へ
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
し
ま
す
。

注
目
の
ソ
リ
ス
ト
、ア
リ
ョ
ー
シ
ャ・

ユ
リ
ニ
ッ
チ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ロビーコンサートも開催！

ピ
ア
ノ:

ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
・
ユ
リ
ニ
ッ
チ

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
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3度目のリサイタルシリーズ
長富彩が表現するショパンの人生の光と影

愛の季節に、大切な人と思い出の曲を。
映画音楽を、情感たっぷりの演奏で味わう。

長富彩 ピアノ・リサイタル Vol.3 オール・ショパン・プログラム

想い出がいっぱい 珠玉のシネマ名曲 SELECTION VOL.5 荒庸子 チェロ・リサイタル 2019 川井郁子 シンフォニック バレンタインコンサート 〜シネマ・ファンタジー〜

P I C K  U P  C O N C E R T  /  2 019  /  F E B R U A R Y 2月

　

あ
の
日
あ
の
時
、
あ
の
人
と
観
た
一
本
の

映
画
。
感
動
で
胸
が
熱
く
な
っ
た
り
、
主
人

公
と
自
分
を
重
ね
た
り
と
、
映
画
に
ま
つ
わ

る
思
い
出
は
人
さ
ま
ざ
ま
。
そ
れ
は
川
井

郁
子
に
と
っ
て
も
同
じ
だ
ろ
う
。

　

毎
年
大
阪
の
フ
ァ
ン
に
人
気
の
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト 

川
井
郁
子
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ

ク 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。
２
月
11

日
は〝
シ
ネ
マ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〞を
テ
ー
マ

に
、
川
井
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
朝
川
朋
之
の

ハ
ー
プ
、
そ
し
て
川
井
が
大
阪
芸
術
大
学
で

教
え
た
若
手
演
奏
家
ら
で
構
成
さ
れ
る
ウ

エ
ス
ト
弦
楽
合
奏
団
で
、
情
感
た
っ
ぷ
り
に

さ
ま
ざ
ま
な
映
画
音
楽
を
奏
で
る
。

　

Ｊ
．
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
「
シ
ン
ド
ラ
ー
の

リ
ス
ト
」、
Ｓ
．
フ
ェ
イ
ン
の「
慕
情
」、
バ
ー

ン
ス
タ
イ
ン
の
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
・
ス

ト
ー
リ
ー
」、
ロ
ー
タ
の「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
」
な
ど
、
ま
さ
に
名
作
に
名
曲
あ
り

と
い
う
演
目
が
そ
ろ
う
。
さ
ら
に
秦
基
博

「
ひ
ま
わ
り
の
約
束
」や
、Ａ
．
メ
ン
ケ
ン
の
、

ア
ラ
ジ
ン
よ
り「
ホ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
・
ワ
ー
ル

ド
」
な
ど
、
子
ど
も
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
曲
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ
た
の
は
、
娘
を

持
つ
川
井
な
ら
で
は
。

　
「『
ひ
ま
わ
り
の
約
束
』
は
、
私
の
娘
が
と

て
も
好
き
な
曲
で
、
よ
く
一
緒
に
歌
っ
て
い

ま
し
た
」
と
語
る
彼
女
か
ら
は
、
娘
へ
の
情

愛
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、
大
切
な

人
と
と
も
に
思
い
出
の
シ
ー
ン
に
浸
り
な

が
ら
、
そ
し
て
感
想
を
か
わ
し
な
が
ら
、
普

段
音
楽
を
聴
く
時
と
は
ま
た
違
う
感
動
を

分
か
ち
合
っ
て
み
た
い
。（

文　

國
松
珠
実
）

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
リ
サ
イ

タ
ル
シ
リ
ー
ズ
で
、
こ
れ
ま
で
『
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
／
リ
ス
ト
』『
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
』
に
取

り
組
ん
で
き
た
長
富
彩
。
３
回
目
は
、
オ
ー

ル
・
シ
ョ
パ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
披
露
す
る
。

　

本
公
演
で
は
、
前
半
に
短
調
作
品
の
数
々

を
、
後
半
に《
12
の
練
習
曲
》を
演
奏
す
る
。

「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る

短
調
作
品
で
す
が
、
シ
ョ
パ
ン
の
ダ
ー
ク

な
部
分
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
。《
12
の
練
習

曲
》は
、〝
エ
オ
リ
ア
ン
・
ハ
ー
プ
〞の
美
し
い

曲
か
ら
始
ま
り
、
波
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
な

〝
大
洋
〞で
終
わ
り
ま
す
。
一
つ
の
物
語
を

じ
っ
く
り
と
味
わ
う
よ
う
に
聴
い
て
も
ら

い
た
い
」。

　

こ
の
一
年
間
で
、
シ
ョ
パ
ン
の
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
を
演
奏
し
た
り
、
１
８
４
３
年
製
の
プ

レ
イ
エ
ル
に
触
れ
た
り
す
る
中
で
、
作
曲
家

と
向
き
合
っ
て
き
た
。「
シ
ョ
パ
ン
は
こ
ん

な
風
に
弾
い
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
は
と
、
プ

レ
イ
エ
ル
の
楽
器
か
ら
色
ん
な
こ
と
が
浮

か
ん
で
き
ま
し
た
。
伝
記
を
読
ん
で
、
シ
ョ

パ
ン
の
こ
の
辛
い
経
験
は
、
今
私
が
感
じ
て

い
る
こ
と
と
同
じ
か
な
、
と
寄
り
添
う
。
正

解
は
な
い
け
れ
ど
、
よ
り
近
づ
く
こ
と
は
で

き
る
」と
語
る
。

　

人
は
誰
し
も
、
心
の
中
に
光
と
影
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
長
富
が
奏
で

る
音
色
に
心
寄
せ
る
こ
と
は
、
自
身
と
向
き

合
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
私
が
思
い
描
く
シ
ョ
パ
ン
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
し
て
、
お
客

さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
」

（
取
材
・
文　

金
子
真
由
）

[ピアノ]長富 彩
-----------------------------------------------------------------------------------
【オール・ショパン・プログラム】バラード 第1番 ト短調 op.23／バラード 第4番 ヘ短調 
op.52／スケルツォ 第1番 ロ短調 op.20／ワルツ 第3番 イ短調 op.34-2「華麗なる
円舞曲」／ワルツ 第7番 嬰ハ短調 op.64-2／12の練習曲 op.25 全曲
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.2/9（土） 7：00PM 
全席指定 3,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]テレビマンユニオン 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

発売中

©Aｉ Ueda

[ヴァイオリン]川井郁子  [ハープ]朝川朋之  ウエスト弦楽合奏団
---------------------------------------------------------------------------------
バーンスタイン：『ウエストサイド・ストーリー』より／R.ロジャース：『サウンド・オブ・ミュージッ
ク』より／秦 基博：ひまわりの約束／ロータ：ロミオとジュリエット／坂本龍一：ラスト・エンペ
ラー／A.メンケン：『アラジン』より 「ホール・ニュー・ワールド」 ほか
---------------------------------------------------------------------------------
2019.2/11（月・祝） 2：00PM
S 5,400円　A 4,320円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]アイケイ・オフィス／ザ・シンフォニーホール

発売中
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関西オーケストラのトップ奏者たちの
新たな魅力が発見できるプログラム

[チェロ]荒 庸子  [ピアノ]山田武彦
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
マンシーニ：『ティファニーで朝食を』より「ムーン・リバー」／チャップリン：『ライムライト』より「エターナリー」
／『モダン・タイムズ』より「スマイル」／メンケン：美女と野獣／モリコーネ：『海の上のピアニスト』より「愛を奏
でて」／ハーウィッツ：『ラ・ラ・ランド』より「アナザー デイ オブ サン」／ピアソラ：リベルタンゴ／サン=サー
ンス：『動物の謝肉祭』より「白鳥」／フェイン：『慕情』より テーマ曲　ほか
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.3/23（土） 7：00PM  S 3,240円　A 2,160円 （税込）
プレミアムシート 4,320円【S席+スパークリングワイン１杯（開場・休憩時に２Ｆカフェにてご利用可能）】
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]カノン・ミュージック／ザ・シンフォニーホール

発売中

想い出がいっぱい 珠玉のシネマ名曲 SELECTION VOL.5 荒庸子 チェロ・リサイタル 2019

The Symphony Hall String Quintet Vol.5

　

開
催
５
回
目
を
迎
え
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
春
を
彩
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
定
番
と

な
っ
て
い
る「
想
い
出
が
い
っ
ぱ
い 

珠
玉
の

シ
ネ
マ
名
曲
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」。
今

年
も
荒
が
好
き
な
映
画
音
楽
、
今
奏
で
た
い

名
曲
を
お
客
様
に
届
け
て
い
く
。

　

演
目
は
、
映
画
『
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食

を
』よ
り「
ム
ー
ン
・
リ
バ
ー
」、尊
敬
す
る
芸

術
家 

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
『
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
』

よ
り「
エ
タ
ー
ナ
リ
ー
」な
ど
の
映
画
音
楽
は

も
ち
ろ
ん
、
ピ
ア
ソ
ラ
の「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」

や
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス『
動
物
の
謝
肉
祭
』よ
り

「
白
鳥
」
な
ど
。
さ
ら
に
今
年
は
『
ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
』、『
ポ
ギ
ー
と
ベ
ス
』な

ど
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ソ
ン
グ
も
加
わ
り
、
よ

り
多
彩
な
音
楽
が
楽
し
め
る
の
も
魅
力
だ
。

　

ま
た
、作
編
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山
田
武

彦
と
の
共
演
も
お
馴
染
み
で
、「
い
つ
も
斬
新

な
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
い
く
の
で
、
ス
テ
ー

ジ
で
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
予
定

調
和
で
な
い
と
こ
ろ
も
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

し
て
、
毎
回
一
緒
に
演
奏
し
て
い
て
と
て
も

面
白
い
で
す
」と
彼
女
は
語
る
。

　

聞
き
馴
染
み
の
あ
る
名
曲
も
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
な
ら
で
は
の
新
鮮
な
楽
し
み
方
が

で
き
る
に
違
い
な
い
。

　
「
お
か
げ
さ
ま
で
５
回
目
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
て
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
毎
年
、

お
客
様
一
人
ひ
と
り
と
の
出
会
い
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
音
楽
を
通
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
３
月
と
い
う
新
し
い
季

節
に
、
来
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
が
〝
今
年
も

頑
張
ろ
う
〞と
元
気
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
よ

う
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

桜が咲き始め、心踊る季節に、
懐かしい想い出に浸ってみませんか？

©Ai Ueda

　

２
０
１
７
年
２
月
の
初
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら

２
年
。
ホ
ー
ル
と
一
緒
に
極
上
の〝
響
き
〞を

生
み
出
し
、
室
内
楽
の
魅
力
を
多
角
的
に
紹

介
し
て
き
た
弦
楽
五
重
奏
団 

ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ン
グ
・
ク
イ
ン
テ
ッ

ト
。
こ
れ
ま
で
の
ス
テ
ー
ジ
を
振
り
返
り
、

田
野
倉
雅
秋
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
大
阪
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
首
席
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
）は
、「
こ
の
５
人
が
で
き
る
こ
と
、

そ
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
語
る
。

　

節
目
と
な
る
５
回
目
。
注
目
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、「
タ
ル
テ
ィ
ー
ニ
か
ら
シ
ョ
ス
タ

コ
ー
ヴ
ィ
チ
ま
で
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
ロ
ー
マ
に
寄
っ
て
、
遠
い
ロ

シ
ア
ま
で
、 

４
０
０
年
の
時
を
駆
け
抜
け
ま

す
」と
、音
楽
の
旅
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　
「
難
曲
で
あ
り
な
が
ら
美
し
さ
際
立
つ
作

品
《
悪
魔
の
ト
リ
ル
》、
16
世
紀
の
旋
律
を

モ
テ
ィ
ー
フ
に
、
い
に
し
え
の
情
景
を
組
曲

に
ま
と
め
上
げ
た
名
作
、
対
照
的
に
、
圧
政

に
よ
る
精
神
的
荒
廃
を
表
し
た
作
曲
者
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
そ
の
も
の
と
い
え
る
傑
作
、
音

楽
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
全
く
異
な
っ
た
作
品
を

お
届
け
し
ま
す
」

　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
「
地
に
足
を
つ

け
て
、
音
楽
表
現
の
質
の
高
さ
を
求
め
続
け

る
、〝
王
道
〞を
歩
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
田
野
倉
。
関
西
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ト
ッ
プ

奏
者
で
あ
る
こ
の
５
人
だ
か
ら
こ
そ
奏
で
ら

れ
る
音
楽
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

　
「
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
ひ
と
り
ひ

と
り
の
個
性
や
主
張
を
余
す
こ
と
な
く
出

し
合
い
、
音
楽
と
対
峙
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
換
し
て
音
楽
を
奏
で
ま
す
」

P I C K  U P  C O N C E R T  /  2 0 1 9  /  M A R C H3月

[ヴァイオリン]田野倉雅秋、岡本伸一郎
[ヴィオラ]木下雄介  [チェロ]北口大輔  [コントラバス]村田和幸
-----------------------------------------------------------------------------------
レスピーギ：リュートのための古風な舞曲とアリア 第3組曲／タルティーニ：悪魔のトリル（弦楽
五重奏版）／ショスタコーヴィチ：室内交響曲 op.110a　ほか
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.3/18（月） 7：00PM 
全席指定 3,240円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]大阪アートエージェンシー 072-648-3852　[主催]ザ・シンフォニーホール

発売中

写真左から、田野倉雅秋（大阪フィルハーモニー交響楽団）／岡本伸一郎（大阪交
響楽団）／村田和幸（日本センチュリー交響楽団）／北口大輔（日本センチュリー交
響楽団）／木下雄介（大阪フィルハーモニー交響楽団）
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ファミリーで楽しめるコンサート! 
ホールに入った瞬間から広がる、素敵な音楽空間!

オールバッハ名曲選！！ 真夏のオルガンコンサート2019
冨田一樹（バッハ国際コンクール優勝）2つのトッカータとフーガ

[指揮]平川範幸　[ソプラノ]西田真由子（堺シティオペラ）
[歌のお兄さん・お姉さん]新井宗平／山本かずみ　[管弦楽]大阪交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
楽器紹介コーナー／音楽リズムあそびコーナー／ヨハン・シュトラウスII：喜歌劇「こうもり」アデー
レのクープレ“侯爵様、あなたのようなお方は”　ほか
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.3/27（水） 午前の部:11:00AM／午後の部:2:00PM 
S おとな 2,500円　A おとな 2,000円　B おとな 1,500円
S こども 1,500円　A こども 1,000円　B 小学生 800円 （税込） ※休憩なし。約60分の公演です。
こども…0歳児～小学生まで ※B席は未就学児不可。※乳幼児のお子様（お膝の上でも）も必ず座席券をご購入ください。
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]公益社団法人 大阪交響楽団 072-226-5522
[主催]公益社団法人 大阪交響楽団／ザ・シンフォニーホール

[オルガン]冨田一樹
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
J.S.バッハ：トッカータとフーガ ニ短調 BWV565／いと高きところにいます神にのみ
栄光あれ BWV663／われを憐れみたまえ、おお主なる神よ BWV721／フーガ ト
短調「小フーガ」 BWV578／おお愛する魂よ、汝を飾れ BWV654／最愛のイエス、
われらここ集いて BWV731／トッカータとフーガ ニ短調 「ドリア調」 BWV538
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.7/27（土） 7：00PM  ※休憩なし。約60分の公演です。
全席指定　2,160円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

大阪交響楽団 0歳児からの“光と映像で楽しむオーケストラ”Vol.14 ～Vivaオペレッタ～

先行予約：1/24（木） 一般発売：1/27（日）

P I C K  U P  C O N C E R T  /  2 0 1 9  /  M A R C H 3月

心奪う多彩な音色が、今年も夏のザ・シンフォニーホールに響く速報！！

　
「
バ
ッ
ハ
の
オ
ル
ガ
ン
作
品
の
様
々

な
名
曲
を
皆
さ
ん
に
紹
介
さ
せ
て
頂

き
、
こ
の
上
な
い
幸
せ
で
し
た
。
ま
た

２
０
１
９
年
の
夏
に
も
出
演
さ
せ
て
頂

け
る
こ
と
、大
変
楽
し
み
で
す
」

　

毎
年
、
完
売
必
至
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
の
夏
の
恒
例
「
真
夏
の
オ

ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
今
年
も
開

催
！ 

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
は
昨
年
に
続
き
、

２
０
１
６
年
に
バ
ッ
ハ
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
で
日
本
人
と
し
て
初
め
て
優
勝
を

果
た
し
た
冨
田
一
樹
が
登
場
す
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
公
演
名
に
も
な
っ

て
い
る
、〝
２
つ
の
〞ト
ッ
カ
ー
タ
と

フ
ー
ガ
。
ま
た
、「
お
お
愛
す
る
魂
よ
、

汝
を
飾
れ
」、「
最
愛
の
イ
エ
ス
、わ
れ
ら

こ
こ
に
集
い
て
」な
ど
。

　
「
巨
大
な
建
築
物
を
思
わ
せ
る
壮

大
な
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ
Ｂ
Ｗ
Ｖ

５
３
８
は
圧
巻
で
す
。
即
興
的
で
稲

妻
の
よ
う
な
旋
律
を
持
つ
有
名
な
Ｂ

Ｗ
Ｖ
５
６
５
と
は
違
っ
た
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
癒
や
し
や
希
望
を
与
え
て
く

れ
る
４
つ
の
コ
ラ
ー
ル
も
聴
き
逃
せ
ま

せ
ん
」

　

毎
年
、
バ
ッ
ハ
の
命
日（
７
月
28
日
）

に
近
い
日
程
に
開
催
す
る
こ
の
公
演
。

バ
ッ
ハ
に
魅
せ
ら
れ
た
彼
の
、
歓
び
に

溢
れ
た
音
色
を
聴
い
て
ほ
し
い
。

　
「
バ
ッ
ハ
の
オ
ル
ガ
ン
音
楽
か
ら
い

つ
も
感
じ
る
こ
と
は〝
情
熱
〞〝
愛
〞〝
慰

め
〞と
い
っ
た
言
葉
で
す
。
複
雑
な
現

代
社
会
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
バ
ッ
ハ

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
皆
さ
ん
に
も
伝

わ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

　

お
子
様
の
笑
い
声
と
歌
声
（
泣
き
声

も
！
）で
毎
回
大
盛
況
の
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
演
奏
す
る
上

質
の
音
楽
を
０
歳
の
お
子
様
か
ら
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
一
緒
に
楽
し
め
る
こ
と
で
話
題
と

人
気
を
集
め
、
早
く
も
シ
リ
ー
ズ
14
回
目
の

開
催
を
迎
え
ま
す
。

　

3
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、〝
Ｖ
ｉ
ｖ
ａ
オ

ペ
レ
ッ
タ
!!
〞と
題
し
て
、〝
ソ
プ
ラ
ノ
〞を

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
ま
す
。
麗
ら
か
な
春
に

ぴ
っ
た
り
の
、
心
躍
ら
せ
て
く
れ
る
清
々
し

い
歌
声
が
、
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
り
ま
す
。
途

中
に
は
、
音
楽
リ
ズ
ム
遊
び
や
楽
器
紹
介
な

ど
の
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
も
目
白
押
し
。
ま

た
、
大
阪
交
響
楽
団
に
よ
る
迫
力
満
点
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
サ
ウ
ン
ド
と
と
も
に
、
お
子

様
を
さ
ら
に
夢
中
に
さ
せ
る
、
煌
び
や
か
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

本
編
の
前
に
は
、
歌
の
お
兄
さ
ん
と
お
姉

さ
ん
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
、
み
ん
な
で
歌
っ

て
踊
っ
て
、毎
回
大
好
評
！ 
ホ
ー
ル
へ
来
場

し
た
と
き
か
ら
お
帰
り
に
な
る
ま
で
、
ず
っ

と
楽
し
い
音
楽
空
間
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
内
に

は
、
こ
の
公
演
に
限
り
授
乳
室
、
お
む
つ
替

え
室
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
置
き
場
も
完
備
し
て
い

る
の
で
、
お
子
様
と
一
緒
に
、
最
後
ま
で
安

心
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
魅
力
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
、ご
家
族

の
素
敵
な
思
い
出
に
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ル
へ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

オ
ル
ガ
ン
：
冨
田
一
樹

指
揮
：
平
川
範
幸

山
本
か
ず
み

新
井
宗
平

Interview

一般発売：1/10（木）
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